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全村博
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全村博物館構想は、身の周りにある良いものをみんなで
一緒に探して、学んで、この村で楽しくやっていこう♪

という活動です。
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熊谷元一写真展「春 -spring-」

飯田信用金庫ギャラリーを会場に、阿智村出身の

写真家・童画家である熊谷元一の写真展を開催しま

す。「春」を感じる写真12点を展示します。

【作品募集】古民家つぼやアートギャラリー

3月に実施される中馬ぬくもり街道ひな祭り期間

中、古民家つぼやの2階をアートギャラリーにしま

す。

展示作品を

募集します。

ぜひご応募下

さい。

・展示期間 3月10日(月)～4月5日(土)のうち

開館日（金・土・日・月曜日）

・展示場所 古民家つぼや2階（阿智村駒場1151）

・出展料 無料（販売する場合：手数料20％）

・出展点数 1～3点（サイズによって変わります）

・応募締切 2月26日(水)午後5時

・応募先 全村博HPの申込みフォーム または

古民家つぼや 電話：0265-48-0556

メール：info@achilabo.com

＊連絡先、展示品の種類、大きさを

お知らせください。

昔ながらの餅つき体験を実施しました 2/15(土) 鹿の角アクセサリー作り

・日時 2月3日(月)～2月28日(金)

午前9時～午後3時

・場所 飯田信用金庫 駒場支店

・入場無料
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企画：熊谷元一写真保存活用委員会

＊企画展や保存のための研究、情報発信などに

取り組み、広報誌「まなざし」を発行している。

1/12に杵と臼を使った餅つき体験を行い、親子連

れを中心に15人が参加しました。ほとんどの子ども

が初体験で、重い杵を一生懸命持っていました。初

めて杵を持つ親御さんもおり、スタッフから「力を

入れずに振り下ろすだけ」とコツを教わりながら挑

戦し、いい音がして上手につけると周りの人から歓

声があがっていました。

できたお餅はきなこと大根お

ろし、お汁粉で食べました。

阿智村の鹿角を使って、自分だけのオリジナルア

クセサリーを作ります。鹿は古くから豊穣の象徴で

あり「神様の使い」とされてきました。角は魔除

け・厄除けになると言われています。

阿智村では農林業の被害を減らすため、鹿を計画

的に捕獲し、肉をジビエとして利用しています。今

回は角を有効活用します。

＊作品の一例

・日時：2月15日(土)

午前10時～午後2時

・場所：古民家つぼや

（阿智村駒場1151）

・参加費：1つ800円

＊材料がなくなり次第終了

鹿の角アクセサリー作り
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◎「こまんば便り」 駒場区集落支援員：塚田より ●3/2(日)こまんばマルシェを開催します

3月1日～4月3日まで中馬ぬ

くもり街道ひな祭りが開催され

ます。ひな祭りに向けて色々な

イベントを企画しています。

＊詳細は全村博ホームページを

ご確認ください。

●中馬ぬくもり街道ひな祭り

【駒場地区】

・3月2日(日)こまんばマルシェ

・3月9日(日)古民家ミニコンサート

・3月10日(月)～4月5日(土)のうち金土日月曜日

古民家つぼやアートギャラリー

・3月22日(土)十二単風衣装でフォト撮影

十二単風の衣装を試着して、記念撮影できます。

＊参加費500円が、SNS投稿すると無料！

・3月1日(土)～4月3日(木)ひな祭りぬり絵

会場：駒場区自治会館、旧銭湯玉の湯、つぼや、

きたせんと、阿智村図書館

内容：ひな祭りイラストへのぬり絵

各会場にぬり絵を用意してあります。

＊参加賞あり

＊ぬり絵は古民家つぼやに展示されます

3月2日、こまんばマルシェを開催します。

キッチンカ―、クレープ、甘酒、屋台フードなど

多くのお店が出店します。今回はキッズダンス

GRAVITY dancetroupeの出演も予定しています。

綺麗に飾られたおひな様展示を楽しみながら、駒

場を散策するのはいかがでしょうか。ひな祭りこ

まんばマルシェに、ぜひお越しください。午前

10時～午後2時30分まで。

春に「ぼくらの郵便電話資料館」を開館する

矢澤正之さん・矢澤育子さん（駒場・上町）

駒場・上町にあった「ぼくらの郵便電話資料館」が

中馬ぬくもり街道ひな祭り期間に復活開館します。傷

んだ外壁の修繕や室内の整理を行った矢澤正之さん・

矢澤育子さんにお話しをお聞きしました。

＊3/1～4/3の間、不定期で開館します。時間は未定。

改装前の資料館

阿智村の郵便局はいつからあるんですか？

郵政事業は1871(明治4)年に始まり、阿智村では

1874年に「駒場郵便取扱所」が開局しました。そ

の後、駒場の中を6回移転して現在地にできました。

Q.

A.

どうして資料館を復活させたんですか？

資料館を創った父・矢澤昇が亡くなり2007年頃閉

館しました。その後、資料館のことはずっと気に

なっていましたが、仕事が忙しくそのままでした。

二人とも退職してやっと時間ができ、局の歴史をこ

のままにしていてはいけない、父が大切にしていた

気持ちを継ぎたいと思い、整理に取り組みました。

Q.

A.

資料館の見どころは？

郵政事業の創始者である前島密の書簡や明治時代

の地図、電話機など、たくさんの史料があります。

「東京の郵政博物館にもない」と言われる貴重な

物もあるので、まずは来てみて下さい。

Q.

A.

1982（昭和57）年、現在

の場所に阿智郵便局が開局す

る際、当時の局長・矢澤昇氏

が郵便の歴史を伝えようと、

旧阿智郵便局（1933(昭和8)

年築）に「ぼくらの郵便電話

資料館」を設立した。

阿智中学校郷土クラブの生

徒も協力し、1万点以上の資

料を整理・展示した。

復活させるにあたり

大変だったことは？

膨大な資料の整理、

昔ながらの重い什器

類の移動や清掃、室

内を暗くしていた仕

切り板の撤去など、

何もかも大変でした。

Q.

A.

「ぼくらの郵便電話資料館」

今はいろんなコミュ

ニケーションツール

があり、手紙の良さ

は忘れられがちかも

しれません。この資

料館を守ることで地

域に根ざした郵便局

の歴史や大切さを伝

えていきたいです。

現在の資料館前で

現在の館内

昭和20年代に活躍した、富士見台の伝書鳩
の脚に付ける信書管と鳩を運ぶコルセットが
展示されている。
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